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きびの粉をこねてだんごをつくる児童と婦人会員ら

競うようにおかわり!
へっちょこだんご作り

　「わいわい遊びのがっこう」（主催：放課後子ども教室運
営委員会）は12月10日、葛巻小学校でへっちょこだんご作
りをしました。がっこうスタッフや葛巻地区更正保護女性
の会（長岡ハル代表）のメンバーら９人が、参加した児童
28人と一緒にきびの粉をこねてだんごを作ったり、ゆであ
げたりしました。
　とろりとしたあんこと、やわらかいだんごに「お～いし
～い」と競うようにおかわりし「６杯目だよ」という児童も。
熊谷美

み

波
なみ

ちゃん（同校１年）は、「もちもちしておいしかっ
た。お正月におばあちゃんとつくりたい」と話しました。
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吉ヶ沢小学校で演奏会
プロが奏でる曲楽しむ
　東京都交響楽団による弦楽四重奏演奏会が11月28日、
吉ヶ沢小学校で行われ、児童や保護者ら約20人がプロによ
る生演奏を楽しみました。
　この演奏会は、文化庁の「次代を担う子どもの文化芸術
体験事業」の一環として、岩手県実行委員会主催で行われ
たものです。
　モーツァルトの「アイネ・クライネ・ナハトムジーク」
やAKB48の楽曲メドレーなどを演奏。児童がバイオリンを
弾いたり、指揮をする体験も行われ、音楽を奏でる楽しさ
も味わっている様子でした。

バイオリンの持ち方や弾き方を教わる児童

町長室を訪れた小屋瀬小学校の代表ら

小屋瀬小が活動収益で
町に車椅子１台を寄贈

　小屋瀬小学校（菊池育子校長・児童28人）の児童・教員
４人が12月13日、町役場を訪れ車椅子１台を寄贈しまし
た。山中優奈さんは「たくさんの人に利用して欲しいです」
と鈴木重男町長に車椅子を手渡しました。「町にも車椅子
を必要としている人が増えているので、大切に使わせてい
ただきます」と鈴木町長はお礼を述べました。
　この車椅子は、同校がさまざまな活動などで得た収益金
で購入したもの。今年度ボランティア活動や、水産業での
就業体験のため野田村の仮設住宅などを訪問し、被災地の
方々との交流を深め、同村へも車椅子１台を寄贈しました。
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俳句を楽しもう　　　葛巻俳句会　　齋藤誠子さん

Winter has come to Kuzumaki town.
There is lots of snow and it is very cold.
My home is warm.
People are warm hearted.
Maybe I will learn to ski.
Merry Christmas everyone and a happy New Year.

葛巻町に冬がやってきました。
たくさん雪があって、とても寒いです。
僕の家は暖かいです。
そして、皆さんの心も温かいです。
スキーのしかたを教わろうかな。
皆さん、メリークリスマス。そしてよいお年を。

マラキ・ブルム
(英語指導助手・34歳)
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